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206/14/2024

当研究プロジェクトについて

 当研究PJではこれまで、様々な観点から「ITガバナンスと内部統
制」について幅広く研究を行ってきました

 2023年度からのテーマ（2024年度はメンバーの合議で変更の可
能性はあります）
 「システム管理基準　追補版（財務報告に係るIT統制ガイダン

ス）」（2007年、経済産業省）（リンク先：
https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/docs/secgov/2007_ZaimuH
oukokuNiKakaruITTouseiGuidance.pdf
）の見直し観点の検討

 2024年度例会は月１回を予定（現状ではオンライン開催を予定）

https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/docs/secgov/2007_ZaimuHoukokuNiKakaruITTouseiGuidance.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/docs/secgov/2007_ZaimuHoukokuNiKakaruITTouseiGuidance.pdf


306/14/2024

システム管理基準追補版とは

 掲出されている経済産業省WEBサイト
https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/sys-kansa/の説明

 財務報告に係る内部統制の整備運用に際して、「システム管理基準等」に基づ
いて構築されている情報システムを活用し、 財務報告に係る内部統制で求め
られている「IT への対応」を行っている、行うとしている企業において、 
「システム管理基準等」と「IT への対応」との間の具体的な対応関係を明ら
かにする必要があります。

 本ガイダンスは、そのような企業に対して、主要なケースを想定しつつ、IT 統
制に関する概念、 経営者評価、導入ガイダンス等を提供しようとするもので
す。

https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/sys-kansa/


406/14/2024

作成に携わった方々のご紹介（検討委員会）
 企業の IT 統制に関する調査検討委員会 名簿（肩書は発表当時）

 【委員長】鳥居 壮行 駿河台大学文化情報学部 教授

 【委員】
 大木 栄二郎 特定非営利活動法人日本セキュリティ監査協会（JASA）

保証型監査促進プロジェクトリーダー
 喜入 博 システム監査学会（JSSA）理事
 郡山 信 財団法人金融情報システムセンター（FISC）監査安全部長
 後藤 直樹 KDDI 株式会社 技術開発本部セキュリティ技術部

企画推進グループリーダー



506/14/2024

作成に携わった方々（続き）
 島田 裕次 日本内部監査協会（IIA）
 清水 惠子 日本公認会計士協会 IT 委員会 監査 IT 対応専門委員会専門委員
 力 利則 日本電気株式会社 経営監査本部監査部長
 西尾 秀一 社団法人情報サービス産業協会（JISA）セキュリティ部会副部会長

（株式会社 NTT データ）
 原田 要之助 大阪大学大学院工学研究科 特任教授
 堀江 正之 日本大学商学部 教授
 松尾 明 青山学院大学 教授
 松原 榮一 社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）調査研究部会委員
 丸山 満彦 情報システムコントロール協会（ISACA）東京支部副会長
 和貝 享介 特定非営利活動法人日本システム監査人協会（SAAJ）副会長

（五十音順・敬称略）



606/14/2024

作成に携わった方々のご紹介（作業部会）
 企業の IT 統制に関する調査検討委員会作業部会  名簿（肩書は発表当時）

 【委員長】鳥居 壮行 駿河台大学文化情報学部 教授

 【委員】
 石島 隆 大阪成蹊大学現代経営情報学部 助教授、法政大学大学院 客員教授
 加藤 俊也 公認会計士
 清水 惠子 公認会計士（日本公認会計士協会 IT 委員会 監査 IT 対応専門委員会専門委員）
 田中 太 財団法人金融情報システムセンター（FISC）監査安全部総括主任研究員
 千枝 和行 社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）企業情報マネジメント研究会

委員
 中村 元彦 公認会計士
 中山 清美 公認会計士



706/14/2024

作成に携わった方々（続き）

 原田 要之助 大阪大学大学院工学研究科 特任教授
 堀江 正之 日本大学商学部 教授
 松原 榮一 社団法人日本情報システム・ユーザー協会（JUAS）調査研究部会委員
 丸山 満彦 情報システムコントロール協会（ISACA）東京支部副会長

（五十音順・敬称略）



806/14/2024

構成（第1章から）



906/14/2024

他の基準との関係（付録１から）



1006/14/2024

他の基準との関係（付録1続き）
なお、これらの枠組みのいずれも財務報告に係る内部統制の評価と監査の制度のための

 「一般に公正妥当と認められる IT 統制基準」として利用しうるかについての合意が得られ
ているわけではない。例えば、これらの枠組みの中にはこの制度のためには必要のない項
目が存在したり、項目が一部の領域に偏っていたりする場合がある。また、海外の枠組み
は、欧米の商習慣を前提としており、我が国の内部統制制度では欧米にはない考え方も取
り入れられているため、我が国の企業にそのまま適用しづらい面もある。

 以下では、「システム管理基準追補版（財務報告に係る IT 統制ガイダンス）」（以下、「追
 補版」という）と代表的な基準である「企業改革法遵守のための IT  統制目標（第 2 版）」（IT

Control Objectives for Sarbanes-Oxley 2nd Edition、September 2006、以下、「IT 統制目
標．V２」という）及び「IT  委員会報告第３号」（公認会計士協会 IT 委員会第３号「財務
諸表監査における情報技術（IT）を利用した情報システムに関する重要な虚偽表示リスク

 の評価及び評価したリスクに対応する監査人の手続について」、平成 18  年 3  月 17 日改定、
以下、IT３号という）を対比の表として、付録図表１－２に示す。



1106/14/2024

（参考）付録1-2イメージ



1206/14/2024

付録２．システム管理基準の統制目標の使い方

２ システム管理基準の管理項目の整理
企業が財務報告の信頼性に係る IT 統制の整備や評価を行う際に、システム管理基準をよ
り活用しやすくするため、システム管理基準の全管理項目について以下のような整理を行
った。表中の左から次のようになっている。
・システム管理基準の管理項目を項番順に示している。
・管理項目ごとの統制種別（IT 全社的統制、IT 全般統制、IT 業務処理統制）を、それぞ
れ、全社、全般、業務、－（該当なし）と例示している
・管理項目ごとに、目指している統制目標を例示している
・管理項目ごとに、財務情報に係るリスクがより大きいものをコントロール（C）、
相対的に小さいものをサブコントロール（S）として分類し、例示している。また、財
務報告に係る内部統制に直接かかわらないと考えられるものは、空白としている。
・管理項目の主旨（システム管理基準解説書の主旨より要約）を例示している

１と３は省略



1306/14/2024

（参考）付録2-1イメージ



1406/14/2024

付録６． リスクコントロールマトリックスの例

１ リスクコン トロールマ トリックス の項目
企 業 が リ ス ク コ ン ト ロ ー ル マ ト リ ッ ク ス を 利 用 す る 場 合 、 IT 業 務 処 理 
統 制 、 IT
全社的統制、IT 全般統制の項目ごとに評価できるように表が掲載されている。ただ
し、この表は、リスク、統制目標、実際の統制の状況、整備･運用の種別、統制が予
防・発見の種別、統制が自動・手動の種別、アサーション、統制の実施される頻度、
統制の評価手続、評価及び検出事項、関連する監査調書、評価結果などを例示して
いる。この例示は、あくまでもサンプルであり、企業は、これをベースに自社でカ
スタマイズして利用されたい。

１の後半と２は省略



1506/14/2024

（参考）付録6イメージ
全社的統制のイメージは省略



1606/14/2024

検討課題として考えられる項目

 内部統制実施基準の改訂に合わせた修正等
 システム管理基準の改訂に合わせた記載内容の修正
 その他の基準類（COBIT for SOXなど）の改訂に合わせた修正
 その他



1706/14/2024

検討課題として考えられる項目（続き）

 内部統制実施基準の改訂に合わせた修正等
 サイバー攻撃への対応
 業務委託に係る統制の見直し
 インターバル評価等IT統制評価の見直し



1806/14/2024

検討課題として考えられる項目（続き）
以下の3つの基準も内部統制基準の2023年度改訂の観点から、記載を見直し、
追補版への反映を行う

 システム管理基準の改訂に合わせた記載内容の修正
→ガイドラインも含めて検討

 「内部統制報告制度に関する事例集～中堅・中小上場企業等における効率的な
内部統制報告実務に向けて～」（金融庁規格市場局,2011年（初版）、2023年
8月改訂）リンク先https://www.fsa.go.jp/news/r5/sonota/20230831-2/04.pdf

 その他の基準類（COBIT for SOXなど）の改訂による影響
→例えばISACAではIT Control Objectives for Sarbanes-Oxley, 4th 
Edition(2022)(COBIT 2019をベースにしている）が最新版



1906/14/2024

（参考）内部統制報告制度に関する事例集IT関係イメージ



2006/14/2024

検討課題として考えられる項目（続き）

2023年度は前項のような項目出しの段階ですので、今後実際に追
補版の付録２－１（システム管理基準の管理項目と統制目標の対
応（例）の内容の検討をすすめて行きたいと考えています。

現在もこのようなガイダンスの必要性はあることを想定して、こ
の追補版を今後も使い続けられるよう、次回の研究大会で報告し
たいと考えています！

参加を希望される方は是非応募してください！！
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